
 

                         
 

  
 

                           

 

第
79
回 

金
光
教
少
年
少
女
全
国
大
会 参 

拝 
 

今
年
か
ら
、
９
月
開
催
と
な
っ
た
少
年

少
女
全
国
大
会
。「
か
が
や
け
大
行
進
」
で

の
熱
中
症
の
心
配
も
少
な
く
、
金
光
様
の

お
出
ま
し
お
迎
え
や
、
木
綿
崎
山
の
林
の

木
陰
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
も
い
く
ぶ
ん
か

涼
し
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
で
し
た
。 

今
回
の
全
国
大
会
参
拝
は
、
第
二
日
が

日
曜
日
で
、
そ
の
翌
日
は
登
校
日
で
あ
る

た
め
、
午
後
か
ら
の
「
わ
か
ば
祭
」
に
参

拝
し
て
い
る
と
加
治
木
教
会
着
は
、
午
前

０
時
を
過
ぎ
て
し
ま
う
た
め
、
残
念
な
が

ら
「
わ
か
ば
祭
」
は
参
拝
せ
ず
に
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
午
前
中
に
開
催
さ
れ
た
「
か

が
や
け
大
行
進
」
で
は
「
南
九
州
梯
団
」

で
行
進
し
、
そ
の
あ
と
多
く
の
教
会
の
バ

ン
ド
隊
に
よ
る
圧
巻
の
演
奏
行
進
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

加
治
木
教
会
か
ら
の
参
拝
の
募
集
も
参

拝
計
画
に
余
裕
が
な
い
た
め
、
ほ
ど
ほ
ど

の
募
集
、
ま
た
参
拝
と
な
り
ま
し
た
。 
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少
年
少
女
全
国
大
会
に 

参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
い
て 

 
 
 

有
薗
彰
子 

 

九
月
十
二
日(
土)

・
十
三
日(

日)

、
急
遽

で
し
た
が
有
薗
家
も
家
族
六
人
全
員
で
第

七
十
九
回
少
年
少
女
全
国
大
会
に
参
拝
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
夏
休
み
中
で
は
な
か
っ
た
の
で

一
泊
二
日
で
の
参
拝
で
し
た
。 

子
供
達
は
「
夜
祭
り
」（
前
夜
祭
）
で
の

屋
台
や
、
当
日
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
キ
ッ

ズ
パ
ー
ク
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 「

か
が
や
け
大
行
進
」
で
は
南
九
州
教

区
梯
団
で
行
進
し
、「
わ
か
ば
祭
」
前
に
御

本
部
を
発
ち
ま
し
た
。 

「
か
が
や
け
大
行
進
」
の
南
九
州
教
区

梯
団
で
の
行
進
は
、
楽
器
や
仮
装
も
な
く

少
し
寂
し
か
っ
た
の
で
、
来
年
か
ら
は
加

治
木
教
会
の
皆
で
、
楽
器
演
奏
を
加
え
南

九
州
教
区
梯
団
を
少
し
で
も
盛
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

個
人
的
に
は
歩
く
だ
け
の
梯
団
の
行
進

に
打
楽
器
を
足
し
た
だ
け
で
も
良
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
加
治
木
教
会
用
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
も

デ
ザ
イ
ン
を
し
直
し
て
は
ど
う
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

七
十
九
回
少
年
少
女
全
国
大
会
は
、
子

供
に
限
ら
ず
大
人
も
多
い
印
象
で
し
た
。 

初
め
て
の
一
泊
二
日
の
全
国
大
会
参
拝

で
し
た
が
、
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。 

来
年
は
願
い
を
立
て
て
参
拝
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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鹿
児
島
地
方
教
会
連
合
会 

Ｋ
Ｙ
Ａ
災
害
復
興
支
援
団
に
協
力
し 

熊
本
地
震
復
興
支
援
活
動 

九
月
二
十
五
日(

金)

・
二
十
七
日(

日) 

 

八
月
に
つ
づ
い
て
、
鹿
児
島
地
方
教
会

連
合
会
よ
り
、
九
月
二
十
五
日(

金)

に
教

師
・
信
徒
五
名
が
、
二
十
七
日(
日)

に
も
教

師
・
信
徒
五
名
が
、
八
代
教
会
解
体
の
復

興
支
援
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

少
年
少
女
会
連
合
本
部
よ
り
「
Ｋ
Ｙ
Ａ

災
害
復
興
支
援
団
」
が
編
成
さ
れ
、
九
月

二
十
四
日(

木)

か
ら
九
月
二
十
八
日(

月)

の

期
間
で
十
名
ほ
ど
の
若
者
た
ち
が
派
遣
さ

れ
、
重
機
や
ダ
ン
プ
が
持
ち
込
ま
れ
て
の

解
体
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

二
十
五
日
に
は
甘
木
教
会
の
壮
年
部
の

方
た
ち
四
名
が
応
援
に
駆
け
付
け
ら
れ
ま

し
た
。 

二
十
七
日
ま
で
に
、
各
方
面
か
ら
多
く

の
応
援
が
あ
り
、
八
代
教
会
の
解
体
作
業

が
か
な
り
進
み
ま
し
た
。 

（
鹿
児
島
県
下
各
教
会
の
復
興
支
援
活
動
の

た
め
の
ご
支
援
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。） 
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秋
季
霊
祭 

仕
え
ら
れ
る 

 

朝
夕
は
少
し
涼
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
九
月
二
十
三
日
の
「
秋
分
の

日
」
加
治
木
教
会
で
は
、
秋
季
霊
祭
が
仕

え
ら
れ
ま
し
た
。 

秋
季
霊
祭
は
、
加
治
木
教
会
の
布
教
の

御
用
の
上
に
、
御
祈
念
・
ご
尽
力
を
下
さ

り
、
生
涯
を
布
教
の
御
用
に
捧
げ
ら
れ
た

先
生
方
を
は
じ
め
、
加
治
木
教
会
に
ご
神

縁
の
あ
る
信
奉
者
の
皆
さ
ん
と
そ
の
ご
先

祖
様
の
霊
様
方
に
対
し
、
お
礼
お
偲
び
お

称
え
申
し
上
げ
る
お
祭
り
で
す
。 

           

ご
祭
典
で
は
、
ま
ず
ご
神
前
で
霊
祭
詞

が
奏
上
さ
れ
、
霊
様
方
が
幽
冥
（
か
く
り

よ
）
で
今
日
ま
で
天
地
の
親
神
様
に
お
世

話
に
な
ら
れ
て
、
霊
と
し
て
の
お
働
き
が

で
き
て
来
ら
れ
た
こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
霊
様
方
が
神
様

の
お
か
げ
を
蒙
ら
れ
幸
せ
で
ご
安
心
さ
れ

ま
す
よ
う
に
と
い
う
意
味
合
い
が
奏
上
さ

れ
ま
し
た
。 

            

ご
霊
前
に
転
座
の
の
ち
、
加
治
木
教
会

の
霊
舎
に
お
祀
り
さ
れ
て
あ
る
ご
霊
神
様

方(

教
徒)

の
お
名
前
を
読
み
上
げ
、
さ
ら
に

信
徒
は
じ
め
縁(

ゆ
か
り)

あ
る
ご
霊
神
様

方
の
お
名
前
を
読
み
上
げ
、
霊
神
祭
詞
の

奏
上
だ
け
で
も
数
百
柱
を
数
え
、
奏
上
に

二
十
分
ほ
ど
も
か
か
り
ま
す
。 

ご
霊
神
様
方
の
読
み
上
げ
の
儀
式
を

「
お
呼
び
出
し
」
と
も
言
わ
れ
、
幽
冥(

か

く
り
よ)

の
ご
霊
神
様
方
が
、
ご
祭
典
に
お

出
ま
し
に
な
ら
れ
、
家
族
や
子
孫
・
ご
縁

の
あ
る
人
達
の
参
拝
が
あ
っ
て
い
る
と
、

ご
安
心
さ
れ
お
喜
び
に
な
ら
れ
る
そ
う
で

す
。 肉

眼
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、

春
秋
の
霊
祭
の
参
拝
を
お
ろ
そ
か
に
す
る

人
が
あ
り
ま
す
が
、
け
っ
し
て
良
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

霊
様
に
お
喜
び
い
た
だ
き
ご
安
心
い
た

だ
い
て
、
ご
霊
徳
を
積
む
と
い
う
こ
と
を

お
ろ
そ
か
に
し
て
、
後
悔
す
る
こ
と
の
な

い
貴
い
生
き
方
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。 
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少
年
少
女
全
国
大
会 

作
品
展
に 

出
品
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

      

                  

 ご
霊
神
様
の
お
立
日 

 

十 

月 
 

 

平
地
セ
イ
之
霊
神 

  

平
成
14･

10･

01 

矢
野
サ
ダ
子
大
刀
自
之
霊
神 

平
成
24･

10･

03 

春
山
陽
子
之
霊
神 

  

昭
和
56･

10･

06 

中
村
正
行
大
人
之
霊
神 

平
成
23･

10･

06 

大
木
千
鶴
子
之
霊
神 

平
成
16･

10･

07 

上
田
喜
四
郎
之
霊
神 

平
成
03･

10･

08 

中
野
綾
子
之
霊
神 
  

平
成
04･

10･

08 
 

瀬
戸
淳
一
之
霊
神 

 
 

平
成
23･

10･

10 

汰
木 

昇
之
霊
神  

 

令
和
04
・
10･

11 

庄
村
徳
二
之
霊
神 

  

平
成
02･

10･

13 
  

前
田
シ
ヅ
之
霊
神 

 
 

平
成
26･

10･

13 

有
薗
敏
雄
之
霊
神 

 
 

平
成
27
・
10･

14 

瀬
戸
秀
雄
之
霊
神 

  

昭
和
50･

10･

14 

荒
木 

恒 

之
霊
神  

 

令
和
01
・
10･

16 
前
田
照
子
之
霊
神 

 
 

大
正
14
・
10･

17 

内
村 
健 

之
霊
神 

  

昭
和
58･

10･

17 

中
野
満
行
之
霊
神 

  

平
成
12･

10･

18 
 

岡
山
健
一
之
霊
神 

 

平
成
29･

10･

21 

春
山
住
晴
之
霊
神 

  

昭
和
47･

10･

19 
 

矢
野
仁
吉
郎
之
霊
神 
昭
和
30･

10･

26 
 

福
元
フ
サ
子
之
霊
神 
平
成
15･

10･

29 

市
来
政
利 

之
霊
神 

 

平
成
30･

10･

30 

 ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・
幽
冥(
か
く
り
よ)

で
の
お
働

き
あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
時
に
、
ご
霊
前
で
霊
祭
詞
が
奏
上

さ
れ
、
玉
串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

 

感 

詠 

（教
会
長
） 

 

お
湿
り
の
な
ん
と
尊
き
こ
と
な
る
か 

花
苗
た
ち
の
命
み
な
ぎ
る 

 
 

広
前
の
二
十
六
度
に
下
が
り
た
る 

秋
を
迎
え
る
境
な
る
か
と 

 

美
し
く
花
育
て
ゆ
く
み
恵
み
は 

天
地
の
深
き
み
働
き
な
り 

 

 
 

あ
し
あ
と  

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

９
月 

…
…
…
… 

１
（
火
）
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

５
（
土
）
岡
山
家
五
十
日
祭 

11
時 

６
（
日)

 

女
性
の
集
い(

鹿
児
島
市
勤
労
者

交
流
セ
ン
タ
ー)

 10
時 

８
（
火)

 

教
師
研
修
会(

鹿
児
島

教

会 )

 10
時
半 

９
（
水
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
木
）
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併

せ

て
霊
祭

10
時
半 

12(

土)

～
13(

日)
 

少
年
少
女
全
国
大
会 

参
拝 

20
（
日)

 

星
原
家
宅
祭 

11
時 

22
（
火
）
清

掃

御

用    

10
時 

23(

祝
水)

月 

例 

祭(

天
地
金

乃
神
様)

 10
時
半  

併
せ
て 

 

秋 

季 

霊 

祭 

25
（
金
）
八
代
教
会
復
興
支
援
活
動(

教
会
長) 

28
（
月
）
教
区
委
員
会(

リ
モ
ー
ト
会
議 

 

・ 

教
会
長)

 

30
（
水
）
清

掃

御

用    

10
時 
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 十
月
三
日(

土)

～
四
日(

日) 
御
本
部 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

参
拝 

交
通
機
関
・
レ
ン
タ
カ
ー
／
宿
泊
先
・
光
風
館 

 

十
一
月
十
五
日
～
二
十
三
日 

御
大
祭
奉
迎 
信
行
期
間 

ご
祈
念･

研
修
～
午
前
十
一
時 

 

十
一
月
二
十(

金)

午
後
一
時
半 

月
例
祭
に
併
せ
て 

立

教

記

念

祭 

並
び
に 

新

穀

感

謝

祭 
 

奉
仕 

※
祭
典
後
、
教
話
。 

 

十
一
月
二
十
九
日(

日)

午
前
十
一
時 

加
治
木
教
会 

 
 

前
日
清
掃
御
用 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 

奉
仕 

※
祭
典
後
、
教
話
。 

 
 
 
 

大
口
教
会
長 

講
師 

安
武 

秀
信 

先
生 

 

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

10
月 

…
…
…
… 

１(

木)
 

報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

併
せ
て 

教
祖
御
生
誕
祭 

３(

土)

～
４(

日)

御
本
部
御
大
祭
参
拝 

９
（
金
）
清
掃
御
用    

10
時 

10
（
土
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併

せ

て
霊
祭

10
時
半 

13
（
火
）
県
教
誨
師
会
会
議 

14
時
～ 

15
（
木
）
連
女
性
委
員
会(

上
荒
田

教

会) 

11
時 

21
（
水
）
清
掃
御
用    

10
時 

22
（
木
）
●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共
励
会

13
時
半 

25
（
日
）
多
良
木
教
会
90
年
記
念
祭
11
時 

 

〃 
 

出
水
教
会
100
年
記
念
祭
11
時 

31
（
土
）
清
掃
御
用    

10
時 

 
《
御
大
祭
日
程
》 

 

10
月 

 

25
（
日
）
多
良
木
教
会
90
年
記
念
祭
11
時 

 

〃 
 

出
水
教
会
100
年
記
念
祭
11
時 

  

11 

月 
 

14
（
土)

 

大
口
教
会
御
大
祭 

12
時 

15
（
日)

 

鹿
児
島
会
130
年
記
念
祭 

11
時 

23
（
祝
）
宮
之
城
教
会
65
年
記
念
祭
11
時 

28
（
土
）
人
吉
教
会
御
大
祭 
11
時 

29 (

日)
 

加
治
木
教
会
御
大
祭 

11
時 

 

  

12 

月 
 

３
（
木)

 

甘
木
親
教
会
御
大
祭 

11
時 

…
…  

11 

月 

…
…
… 

１
（
日
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

８
（
日
）
少
年
少
女
会
「
野
外
調
理
」 

９
（
月
）
清

掃

御

用     

10
時 

10
（
火
）
●
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併

せ

て
霊
祭

10
時
半 

14
（
土) 

大
口
教
会 

御
大
祭 

12
時 

15
（
日) 

鹿
児
島
会
130
年
記
念
祭 

11
時 

19
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

20 (

金) 

●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共
励
会
13
時
半 

 
 
 

併
せ
て 

立
教
記
念
祭･

新
穀
感
謝
祭 

22
（
日) 

宮
之
城
記
念
祭
お
手
伝
い(

教
会
長) 

23
（
祝
）
宮
之
城
教
会
65
年
記
念
祭

11
時 

25
（
水
）
連
合
会
執
行
部
会(

鹿
児
島

教

会)

10
時
半 

28
（
土
）
人
吉
教
会
御
大
祭 

11
時 

〃 
 
 

清

掃

御

用     

10
時 

29 (

日) 

加
治
木
教
会
御
大
祭 

11
時 

 

 


